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新しい学習評価〈変わったこと〉

昨年度までの学習評価（基本の４観点）

話す・聞く能力
国語への

関心・意欲・態度
書く能力 読む能力

言語についての
知識・理解・技能

新しい学習評価（全ての教科等で３観点）

主体的に学習に
取り組む態度

思考・判断・表現知識・技能

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解



どのように社会・世界と関わり，
よりよい人生を送るか

何を理解しているか
何ができるか

知識及び技能

理解していること・できる
ことをどう使うか

思考力，判断力，表現力等

学びに向かう力，人間性等

「確かな学力」「健やかな体」「豊かな心」を
総合的にとらえて構造化

育成すべき資質・能力の三つの柱

学習する子供の視点に立ち，育成を目指す資質・能力の要素を三つの柱で整理。



国語科における指導事項の整理

〈昨年度までの学習指導要領〉
Ａ 話すこと・聞くこと（第１学年及び第２学年）
ウ 姿勢や口形，声の大きさや速さなどに注意して，
はっきりした発音で話すこと。

〈新しい学習指導要領〉
〔知識及び技能〕
⑴イ 音節と文字との関係，ア
クセントによる語の意味の
違いなどに気付くとともに，
姿勢や口形，発声や発音
に注意して話すこと。

〈新しい学習指導要領〉
〔思考力，判断力，表現力等〕
Ａ 話すこと・聞くこと
ウ 伝えたい事柄や相手に
応じて，声の大きさや速さ
などを工夫すること。



新しい学習評価〈変わっていないこと〉

昨年度までの学習評価

話す・聞く能力
国語への

関心・意欲・態度
書く能力 読む能力

言語についての
知識・理解・技能

Ａ話すこと・
聞くこと

Ｂ書くこと Ｃ読むこと
伝統的な言語文化と
国語の特質に関する

事項

新しい学習評価

主体的に学習に
取り組む態度

思考・判断・表現知識・技能

〔知識及び技能〕 〔思考力、判断力、表現力等〕

新しい学習評価においても



「主体的に学習に取り組む態度」の評価

（「学習評価の在り方ハンドブック」より）

計
画
的

意欲的 自発的



「主体的に学習に取り組む態度」の評価

＜評価の工夫（例）＞

○ノートやレポート等における記述

○授業中の発言

○教師による行動観察

○児童生徒による自己評価や相互評価等の状況を教師が評価を行う際に

考慮する材料の一つとして用いる

※「知識・技能」や「思考・判断・表現」の観点の状況を踏まえた上で評価を行う。
（例えば，ノートにおける特定の記述などを取り出して，他の観点から切り離して
「主体的に学習に取り組む態度」として評価することは適切ではない。）

内容を
評価すること



国語科 評価規準を作成する際の手順

伝えたいことを紹介する言語活動を通して、
話す事柄の順序を考える力を付ける単元。

〈単元目標の設定〉
・身近なことを表す語句の量を増し，話や文章の中で使うとともに，言葉には意味
による語句のまとまりがあることに気付き，語彙を豊かにすることができる。

〔知識及び技能〕⑴オ
・「話すこと・聞くこと」において，相手に伝わるように，行動したことや経験したこと
に基づいて，話す事柄の順序を考えることができる。

〔思考力，判断力，表現力等〕Ａ⑴イ
・言葉がもつよさを感じるとともに，楽しんで読書をし，国語を大切にして，思いや考
えを伝え合おうとする。 「学びに向かう力，人間性」

〈例 第１学年及び第２学年「Ａ 話すこと・聞くこと」の指導〉
◆言語活動 伝えたいことを紹介したり，それらを聞いて声に出して

確かめたり感想を述べたりする活動



国語科 評価規準を作成する際の手順

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・身近なことを表す語句の
量を増し，話や文章の中で
使うとともに，言葉には意
味による語句のまとまりが
あることに気付き，語彙を
豊かにしている。
（〔知識及び技能〕⑴オ）

・「話すこと・聞くこと」にお
いて，相手に伝わるように，
行動したことや経験したこ
とに基づいて，話す事柄の
順序を考えている。
（〔思考力，判断力，表現
力等〕Ａ⑴イ）

積極的に（①）相手に伝わ
るように話す事柄の順序を
考え，学習の見通しをもっ
て（②）伝えたいことを紹
介しようとしている。

「主体的に学習に取り組む態度」の評価
①粘り強さ （例）〈積極的に，進んで，粘り強く 等〉
②自らの学習の調整 （例）〈学習の見通しをもって，学習課題に沿って，

今までの学習を想起して 等〉

伝えたいことを紹介する言語活動を通して、話す事柄の順序を考える力を付ける単元。

意欲的
自発的

計画的

〈例 第１学年及び第２学年「Ａ 話すこと・聞くこと」の指導〉
◆言語活動 伝えたいことを紹介したり，それらを聞いて声に出して

確かめたり感想を述べたりする活動



「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料

第１編 総説

第２編 「内容のまとまりごとの評価規準」を作成

する際の手順

第３編 単元ごとの学習評価について

・指導事例（４事例）の紹介

国立教育政策研究所のwebページから
ダウンロードすることもできます。



〈年間指導計画表の

作成〉 （P50）

いつ、何の教材を扱うか
だけでなく、いつ、どのよう
な資質･能力（指導事項）
を育成するのかを意図的･
計画的に考えることが、極
めて重要。

単元名

指導事項及び言語活動例

○印＝当該単元で指導及び
評価する内容

◎印＝重点的に指導及び評
価する内容



第３編 単元ごとの学習評価について

〈指導事例（４事例）の紹介〉 （P41）

［ポイント］

①事例ごとにキー
ワードを設けて
解説。

②評価規準の提
示とともに、具体
的な評価の方法
を解説。

③単元目標や単
元の指導計画を
併せて提示。



〈事例２〉キーワード 「主体的に学習に取り組む態度」の評価 （P51）

単元の目標⑴に
対応

単元の目標⑵⑶
に対応



「主体的に学習に取り組む態度」の評価

①粘り強さ （例）〈積極的に，進んで，粘り強く 等〉

②自らの学習の調整 （例）〈学習の見通しをもって，学習課題に沿って，
今までの学習を想起して 等〉

〈事例２〉キーワード 「主体的に学習に取り組む態度」の評価 （P51）

意欲的
自発的

計画的

※巻末資料（P7７～P１１３）「内容のまとまりごとの評価規準（例）」
には、各領域別に、言語活動ごとに評価規準の具体例が示されて
います。ぜひ参考にしてください。



〈事例２〉キーワード 「主体的に学習に取り組む態度」の評価 （P5３）

●単元における指導と評価の計画



〈事例２〉キーワード 「主体的に学習に取り組む態度」の評価 （P5６）

このような児童の様子を捉えるためには、授業中の感想や授業終了前の振り返
りなど、その時の児童の考えが把握できるものが必要。



〈事例２〉キーワード 「主体的に学習に取り組む態度」の評価 （P5６、５７）

〔実際の児童の活動から〕

「Bと判断する状況」について、児童の学習の状況(姿)を具体的に示すことが大切。
こうすることで、指導のポイントも明確になる。


